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１２月 総選挙
■　原発再稼働責任法案５法案を国会提出
■　平和安全法制について国会論戦

■　維新の党分裂後の「おおさか維新の会」として国会論戦
■　「朝まで生テレビ！」等に出演

１０月 総選挙

■　安倍内閣不信任決議案に対して衆院本会議で反対討論
　8月　『国会という茶番劇』出版

　2月　YouTube番組「報道特注」スタート
■　森友学園、加計学園について国会論戦
■　衆院憲法審査会で辻元清美幹事の皇室に関する見解を質問
■　婚前氏の続称を法定化する旧姓使用法定化案を提案
10月　『永田町アホばか列伝』出版

■　ＩＲ法案の可決成立
■　能勢町はじめ大阪北摂をジビエ利用モデル地区に選定
■　大阪北部地震ブロック塀等補正予算の遡及適用を実現 
■　真田山旧陸軍墓地について国会質問し国費投入を実現
■　義援金差押禁止法案に大阪北部地震を対象化し可決成立
■　在留カードとマイナカード一体化検討を改正入管法に明記
　6月　『足立無双の逆襲』出版
　9月　全国遊説「政権奪取へ、愚直に維新!」スタート

１２月 総選挙
■　福島第一原発事故についてＮＨＫテレビ入り対総理質問

■　豊能町での土砂崩落を受けて土砂安全確保法案を国会提出

2011 3月　東日本大震災と福島第一原発事故を機に政治を志す

■　どの政党より早くコロナ対策本部を立ち上げ事務局長に就任
■　ＮＨＫ災害放送に加えコロナに関するＬ字型画面表示を実現
■　コロナ禍における事業用家賃支援法案を国会提出
■　緊急時給付迅速化法案を国会提出し政府提出法案として実現
■　障害者就労支援サービスの在宅利用を実現
■　労働者協同組合法案を国会提出し可決成立
■　公文書院設置法案・公文書管理法改正案を国会提出
■　聴覚障害者等電話利用円滑化法案を修正し可決成立

■　「維新版政治改革大綱」政治資金パーティー全面禁止を主張
■　能登半島地震の教訓を踏まえ災害救助法の運用を明確化
■　生活困窮者自立支援法等改正案に「公正」を明記し可決成立
■　少子化対策法案の財源規定について論戦
■　食料農業農村基本法における産業の位置付けについて論戦
■　就労支援サービスと一般就労との併用に関するＱ＆Ａ発出
■　障害者に係る介護優先原則の取り扱い改善に向けた通知発出

■　ＧＸ推進法案の排出量取引負担金総額限度を修正し可決成立
■　ＧＸ電源法案に審査効率化及び電力消費地を追記し可決成立
■　個人事業者番号（仮称）創設を政府の検討課題として明記
■　「医療改革ＴＦ」中間とりまとめ　資産ベース重視を提言

■　「国民負担軽減法案」を国会提出しガソリン補助拡大を実現
■　盛土規制法案を修正し可決成立
■　マイナ保険証利用者の追加負担を撤廃
■　外国人の在留カードとマイナンバーカード一体化方針を決定
■　旧文通費の日割支給を定める歳費法改正案を提出し可決成立
■　日銀法改正案を国会提出
■　ＮＨＫ改革推進法案を国会提出
■　経済安全保障総合推進法案を国会提出
■　ＡＶ出演被害防止・救済法案を国会提出し可決成立
■　憲法改正調査会長として憲法９条改正案とりまとめ
　6月　国会議員団政調会長として「維新八策２０２２」とりまとめ
　8月　党代表選挙に立候補（前月に安倍総理銃撃事件）
　9月　YouTube番組「あだトーク」スタート
10月　「あだち塾」開講

１０月 総選挙

■　新型インフルエンザ等特措法改正案を修正し可決成立
■　デジタル社会形成基本法に「公正な給付と負担」を明記
■　憲法改正国民投票法改正案を可決成立（立憲修正案に反対）
■　中小事業主等共済法案を事務局長として国会提出し可決成立
１２月 国会議員団政調会長として「オープン政調」スタート
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衆議院議員 あだち康史 プロフィール
■

■

■
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大阪９区（茨木市、箕面市、豊能町、能勢町）
昭和４０年大阪生まれ。家族／妻、長男  
茨木市立 中津小学校、東中学校 卒業／大阪府立 茨木高校 卒業。茨高時代には水球で国体・インターハイに出場。
京都大学 工学部 卒業／京都大学大学院 工学研究科 修了／米国コロンビア大学 国際関係公共政策大学院 修了。
２０年あまり経済産業省 （旧通産省） に勤務。欧州ブリュッセルにも駐在。東日本大震災を機に政治を志し国政へ。
日本維新の会国会議員団の政務調査会長、憲法改正調査会長、コロナ対策本部事務局長、医療制度改革ＴＦ事務局長等を歴任。
維新初の代表選挙で「人治から法治へ」の党改革を主張。衆院当選４回。
政策NPOによる「三ツ星議員」に選出。 （一般表彰・特別表彰あわせて計７回選出され名誉表彰を受賞）

あだち康史の「2025日本再生ビジョン」は次号掲載




